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要 旨 

目的： 

ニューロイメージングデータを用いた機械学習による脳加齢バイオマーカーの生成、および

モード別の脳加齢マーカーと心血管リスク因子との関連を検討した。 

方法： 

Whitehall II（WHII）MRIコホートのマルチモーダルMRIデータに欠損のない 715人のう

ち、神経疾患、MRI偶発所見、抑うつおよび気分障害者を除外し、610人を解析対象とした。

妥当性検証として、UK Biobank27,200人のデータを用いた。灰白質（GM）形態，白質微細

構造（WM），機能的結合性（FC）の機械学習と画像由来の指標を用い，マルチモーダルおよ

びモーダル固有の脳年齢を推定した。心血管リスク因子は、血圧、飲酒量、およびフラミンガ

ム脳卒中リスクスコアとした。 

結果： 

複数の指標をモデルに含めることで、予測精度が向上した（R2 = 0.30, 95% CI [0.24, 0.36]）。

モダリティ別の GM モデルと WM モデルは同程度の性能を示した（GM：R2 = 0.22 [0.16, 

0.27]、WM：R2 = 0.24 [0.18, 0.30]）。FCモデルの予測精度は最も低かった（R2 = 0.002 [-

0.005, 0.008]）。UK Biobankでも FC予測値は低かったが、サンプルサイズと年齢層の増加

に伴い精度が向上した。高血圧、アルコール摂取量、脳卒中リスクスコアなどの心血管リスク

因子は、それぞれの脳指標と関連した。血圧は灰白質に比べ白質との関連が強かったが，アル

コール摂取量および脳卒中リスクではこれらの指標間に差はなかった。 

結論： 

機械学習を用いた脳年齢予測は、神経画像データの次元を減らし、有用性の高い脳加齢バイオ

マーカーを提供した。しかし，モデルの性能は，サンプルサイズや年齢層などの研究固有の特

性に依存し，研究間で知見が食い違う可能性があった。 
 


